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２０２１年 世界の潮流 
 

第４３回仙台シンポジウム１２月例会は、（一財）日本総合研究所 会長 寺島 実郎 

氏を講師にお迎えし、約６０名の参加を得て開催いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

■１２月例会（令和２年１２月９日開催） 

 講師 （一財）日本総合研究所 会長 寺島 実郎 氏 
プロフィールなど 

1947年生まれ。1976年早稲田大学大学院政治学研究科修士課程修了。三井物産㈱入社後、ワ

シントン事務所長、三井物産戦略研究所所長等を歴任。現在、多摩大学学長、三井物産戦略

研究所会長。著書に「新経済主義宣言」（石橋湛山賞）、「シルバー・デモクラシー」等多数。 
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【ご講演要旨】 

新型コロナウイルス問題から国際関係、国内外の政治・経済・歴史まで幅広い内容につ

いてご講演をいただきました。 

 

〇新型コロナウイルス危機の本質－理性ある対応とは何か 

〇コロナが炙りだした日本の課題と進路 

〇ポスト・コロナの世界秩序 

〇国道１６号線という視界―ポスト・コロナの日本社会 

〇コロナ禍を大きな視界で考える 

〇日本の埋没への冷静な危機感 

〇ポスト・コロナ・・・日本再生への希望 

〇日本にとっての感染症の歴史 

〇情報メディア環境とコロナショック 

〇切迫するリスクとしての原油価格下落 

〇日本再生のための新たな方向付け 

〇食と農という視界 

〇ＤＸの時代 

 

以上、大変有意義なご講演ありがとうございました。 

 

 

 第 43回仙台シンポジウム （令和２年度） 

 

＊会場：仙台商工会議所会館７階 大会議室  

 

【今後の開催予定】 

 

3月例会  3月 10日（水）13:30～14:30 

新型コロナ危機克服と生産性向上の道 

～『２０２０生産性白書』の解説～（仮） 

          

講師：（公財）日本生産性本部 理事 尾崎 陽二 氏 

 

  

 


